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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 24日 (2004.3.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 方 向 に 移 動 す る 有 機 感 光 体 と 、 該 有 機 感 光 体 上 に 静 電 潜 像 を 形 成 す る 潜 像 形 成 手 段 と
、 該 潜 像 形 成 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 下 流 側 の 部 位 で 該 有 機 感 光 体 上 に 形 成 さ れ た 静 電
潜 像 を 球 形 ト ナ ー に よ り 可 視 像 化 す る 現 像 手 段 と 、 該 現 像 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 下 流
側 の 部 位 で 該 有 機 感 光 体 上 に 形 成 さ れ た 球 形 ト ナ ー 像 を 転 写 材 上 に 転 写 す る 転 写 手 段 と 、
該 転 写 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 下 流 側 の 部 位 で 該 転 写 手 段 に よ り 上 記 球 形 ト ナ ー 像 を 転
写 材 上 に 転 写 し た 後 の 有 機 感 光 体 上 に 残 留 し た 球 形 ト ナ ー を 電 界 に よ り 除 去 す る 電 界 ク リ
ー ニ ン グ 手 段 と 、 上 記 有 機 感 光 体 の 表 面 を 研 磨 す る た め の 研 磨 手 段 と を 有 す る 画 像 形 成 装
置 に お い て 、
上 記 研 磨 手 段 は 、 上 記 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 下 流 側 と 上 記 現 像 手 段
の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 上 流 側 と の 間 の 有 機 感 光 体 の 表 面 を 研 磨 す る 部 位 に 配 設 さ れ 、 該 有
機 感 光 体 の 表 面 を 研 磨 す る 研 磨 機 能 の み を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手 段 は 、 上 記 有 機 感 光 体 上 に 残 留 し た 球 形 ト ナ ー を 除 去 す る た め の
導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手 段 は 、 上 記 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ に よ り 除 去 し た 上 記 有 機 感 光 体 上
に 残 留 し た 球 形 ト ナ ー を 該 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ か ら 回 収 す る た め ナ ー 回 収 手 段 を 有 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 潜 像 形 成 手 段 の 上 記 有 機 感 光 体 移 動 方 向 上 流 側 の 部 位 で 該 有 機 感 光 体 の 表 面 を 帯 電 す
る 帯 電 手 段 が 、
該 有 機 感 光 体 の 表 面 に 近 接 配 置 さ れ た 帯 電 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
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請 求 項 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ は 、 導 電 性 部 材 を 絶 縁 体 で 被 覆 し た ブ ラ シ 繊 維 で 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 ３ 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ に 、 放 電 開 始 電 圧 以 下 の バ イ ア ス を 印 加 す る た め の バ イ ア ス 印 加
手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 研 磨 手 段 を 、 上 記 有 機 感 光 体 の 表 面 に 対 し て 先 端 が ト レ ー デ ィ ン グ 方 向 に 接 触 す る よ
う に 配 置 さ れ た ブ レ ー ド 状 部 材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 ブ レ ー ド 状 部 材 は 、 ウ レ タ ン ゴ ム で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 ブ レ ー ド 状 部 材 は 、 研 磨 粒 子 が 分 散 さ れ た ウ レ タ ン ゴ ム で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 研 磨 粒 子 は 、 ア ル ミ ナ で あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ８ 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手 段 に よ り 除 去 さ れ る 球 形 ト ナ ー の 極 性 を 、 正 規 の 帯 電 極 性 に 戻 す
よ う に 制 御 す る 極 性 制 御 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 、 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
上 記 研 磨 手 段 の ブ レ ー ド 状 部 材 が 二 層 構 造 を 有 し 、 上 記 有 機 感 光 体 と 当 接 す る 層 に 比 べ て
、 も う 一 方 の 層 の 熱 伝 導 率 が 低 い こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 所 定 方 向 に 移 動 す る 有 機 感 光 体 と 、 該 有
機 感 光 体 上 に 静 電 潜 像 を 形 成 す る 潜 像 形 成 手 段 と 、 該 潜 像 形 成 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向
下 流 側 の 部 位 で 該 有 機 感 光 体 上 に 形 成 さ れ た 静 電 潜 像 を 球 形 ト ナ ー に よ り 可 視 像 化 す る 現
像 手 段 と 、 該 現 像 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 下 流 側 の 部 位 で 該 有 機 感 光 体 上 に 形 成 さ れ た
球 形 ト ナ ー 像 を 転 写 材 上 に 転 写 す る 転 写 手 段 と 、 該 転 写 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 下 流 側
の 部 位 で 該 転 写 手 段 に よ り 上 記 球 形 ト ナ ー 像 を 転 写 材 上 に 転 写 し た 後 の 有 機 感 光 体 上 に 残
留 し た 球 形 ト ナ ー を 電 界 に よ り 除 去 す る 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手 段 と 、 上 記 有 機 感 光 体 の 表 面
を 研 磨 す る た め の 研 磨 手 段 と を 有 す る 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 研 磨 手 段 は 、 上 記 電 界
ク リ ー ニ ン グ 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 下 流 側 と 上 記 現 像 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 上 流
側 と の 間 の 有 機 感 光 体 の 表 面 を 研 磨 す る 部 位 に 配 設 さ れ 、 該 有 機 感 光 体 の 表 面 を 研 磨 す る
研 磨 機 能 の み を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 潜 像 形 成 手 段 の 上 記 有 機 感
光 体 移 動 方 向 上 流 側 の 部 位 で 該 有 機 感 光 体 の 表 面 を 帯 電 す る 帯 電 手 段 が 、 該 有 機 感 光 体 の
表 面 に 近 接 配 置 さ れ た 帯 電 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。



請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手
段 は 、 上 記 有 機 感 光 体 上 に 残 留 し た 球 形 ト ナ ー を 除 去 す る た め の 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ を 有
し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手 段 は 、 上
記 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ に よ り 除 去 し た 上 記 有 機 感 光 体 上 に 残 留 し た 球 形 ト ナ ー を 該 導 電 性
フ ァ ー ブ ラ シ か ら 回 収 す る た め ナ ー 回 収 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ は
、 導 電 性 部 材 を 絶 縁 体 で 被 覆 し た ブ ラ シ 繊 維 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 ３ 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ
シ に 、 放 電 開 始 電 圧 以 下 の バ イ ア ス を 印 加 す る た め の バ イ ア ス 印 加 手 段 を 有 し て い る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 研 磨
手 段 を 、 上 記 有 機 感 光 体 の 表 面 に 対 し て 先 端 が ト レ ー デ ィ ン グ 方 向 に 接 触 す る よ う に 配 置
さ れ た ブ レ ー ド 状 部 材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 ブ レ ー ド 状 部 材 は 、 ウ レ タ ン
ゴ ム で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 ブ レ ー ド 状 部 材 は 、 研 磨 粒 子
が 分 散 さ れ た ウ レ タ ン ゴ ム で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 研 磨 粒 子 は 、 ア ル ミ ナ で あ
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
請 求 項 １ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ８ 又 は の 画 像 形 成 装
置 に お い て 、 上 記 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手 段 に よ り 除 去 さ れ る 球 形 ト ナ ー の 極 性 を 、 正 規 の 帯
電 極 性 に 戻 す よ う に 制 御 す る 極 性 制 御 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
請 求 項 １ の 発 明 は 、 請 求 項 、 又 は の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 上 記 研 磨 手 段 の ブ レ
ー ド 状 部 材 が 二 層 構 造 を 有 し 、 上 記 有 機 感 光 体 と 当 接 す る 層 に 比 べ て 、 も う 一 方 の 層 の 熱
伝 導 率 が 低 い こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
こ れ ら の 画 像 形 成 装 置 に お い て は 、 上 記 研 磨 手 段 に よ り 、 上 記 電 界 ク リ ー ニ ン グ 手 段 の 有
機 感 光 体 移 動 方 向 下 流 側 と 上 記 現 像 手 段 の 有 機 感 光 体 移 動 方 向 上 流 側 と の 間 の 有 機 感 光 体
の 表 面 が 、 ク リ ー ニ ン グ さ れ る こ と な く 研 磨 さ れ る 。 こ の よ う に 、 こ れ ら の 画 像 形 成 装 置
は 、 上 記 ク リ ー ニ ン グ 手 段 に よ る ト ナ ー 除 去 機 能 と 、 上 記 研 磨 手 段 に よ る 有 機 感 光 体 表 面
の 研 磨 機 能 と が 分 離 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 こ の 有 機 感 光 体 表 面 が 、 経 時 的 に 安 定 し て
研 磨 さ れ る よ う に な り 、 有 機 感 光 体 の 高 耐 久 化 や 長 寿 命 化 が 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 形 態 １ 】
こ の 実 施 形 態 １ に 係 る 画 像 形 成 装 置 は 、 図 １ に 示 し た 画 像 形 成 装 置 の 構 成 に 加 え て 、 以 下
の 特 徴 を 有 す る 。 図 ２ に 、 本 実 施 形 態 １ に 係 る 画 像 形 成 装 置 の 一 例 を 示 す 。 図 ２ に お い て
、 ク リ ー ニ ン グ 装 置 ７ は 、 ク リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ を 備 え て い る 。 こ の ク リ ー ニ ン
グ 手 段 １ ３ の 感 光 体 回 転 方 向 下 流 側 に は 、 感 光 体 １ の 表 面 を 研 磨 す る た め の 研 磨 手 段 １ ４
が 配 設 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ク リ ー ニ ン グ 装 置 ７ の ク リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ は 、 感 光 体
１ 上 の 残 留 ト ナ ー １ １ を 除 去 す る ト ナ ー 除 去 機 能 の み を 有 し て い る 。 一 方 、 研 磨 手 段 １ ４
は 、 感 光 体 １ の 表 面 を 研 磨 す る 研 磨 機 能 の み を 有 し て い る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 １ に
係 る 画 像 形 成 装 置 は 、 上 記 ト ナ ー 除 去 機 能 と 感 光 体 表 面 の 研 磨 機 能 と が 完 全 に 分 離 ・ 独 立
し て い る 。 つ ま り 、 上 記 ク リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ は 、 感 光 体 １ の 表 面 を 研 磨 す る 機 能 を
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備 え て い な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 １ に 係 る 画 像 形 成 装 置 に お け る ク リ ー ニ ン グ 装 置 ７ の ク リ ー ニ ン グ
手 段 １ ３ に つ い て 説 明 す る 。 上 記 転 写 残 ト ナ ー １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 極 性 制 御 装 置
１ ９ に よ っ て 、 極 性 反 転 し て い る 転 写 残 ト ナ ー １ １ が 正 規 の 帯 電 極 性 に 戻 さ れ る 。 こ れ に
よ り 、 転 写 残 ト ナ ー １ １ は 、 感 光 体 １ の 表 面 に 対 す る 静 電 付 着 力 が 弱 め ら れ た 状 態 で 、

ク リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ に 達 す る 。 こ の ク リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ は 、 電 界 が 付 与 さ れ た
導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ が 感 光 体 １
の 表 面 を カ ウ ン タ 方 向 に 摺 る よ う に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 感 光 体 １ 上 か ら 転 写 残 ト ナ ー
１ １ が 除 去 さ れ る 。 こ の 感 光 体 １ 上 か ら 除 去 さ れ て 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ に 付 着 し た
転 写 残 ト ナ ー １ １ は 、 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ を 摺 る よ う に 回 転 す る 回 収 ロ ー ラ １ ５ の
表 面 に 静 電 的 に 付 着 し て 回 収 さ れ る 。 こ の 回 収 ロ ー ラ １ ５ の 表 面 に 静 電 的 に 付 着 し た 転 写
残 ト ナ ー １ １ は 、 回 収 ロ ー ラ １ ５ の 表 面 に 当 接 配 置 さ れ た ス ク レ ー パ ー １ ６ に よ っ て 、 回
収 ロ ー ラ １ ５ の 表 面 か ら 掻 き 落 と さ れ る 。 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ に は 所 定 の 電 圧 が 印
加 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ へ の 電 圧 印 加 は 、 図 ２ に 示 す
よ う に 、 ク リ ー ナ ー 電 源 １ ７ に よ っ て 電 圧 印 加 さ れ た 上 記 回 収 ロ ー ラ １ ５ と の 当 接 に よ っ
て 行 な わ れ る 。 こ こ で 、 上 記 回 収 ロ ー ラ １ ５ と し て は 、 Ｓ Ｕ Ｓ な ど の 金 属 や 、 そ の 表 面 の
静 止 摩 擦 係 数 を 下 げ る た め に フ ッ 素 系 樹 脂 を 塗 布 又 は 分 散 、 あ る い は 金 属 と の 共 析 メ ッ キ
処 理 を 施 し た も の が 望 ま し い 。 ま た 、 上 記 ス ク レ ー パ ー １ ６ と し て は 、 ウ レ タ ン ゴ ム ブ レ
ー ド を 用 い る こ と が で き る が 、 こ の 限 り で は な い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ れ に 対 し 、 上 記 ク リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ と し て 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ を 用 い た 場
合 に は 、 感 光 体 １ の 表 面 に 機 械 的 ス ト レ ス を 与 え る こ と が な い 。 従 っ て 、 こ の 場 合 に は 、
転 写 残 ト ナ ー １ １ に 機 械 的 ス ト レ ス を 与 え て 、 感 光 体 表 面 に ト ナ ー を 固 着 さ せ る こ と が な
く 、 転 写 残 ト ナ ー １ １ の 除 去 の み を 行 な う こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ
シ １ ３ ａ を 用 い て 転 写 残 ト ナ ー １ １ を 除 去 し た 場 合 に は 、 感 光 体 表 面 と の 間 に 介 在 し た 転
写 残 ト ナ ー １ １ が 研 磨 粒 子 と し て 作 用 し な く な り 、 上 記 ク リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ の 研 磨
機 能 が な く な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 形 態 １ に 係 る 画 像 形 成 装 置 に お け る 感 光 体 １ の 表 面 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ク
リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ の 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ の 下 流 に 設 置 さ れ た 研 磨 手 段 １ ４ に よ っ
て 研 磨 さ れ る 。 こ の 研 磨 に よ り 、 感 光 体 表 面 の 像 流 れ 物 質 、 感 光 体 １ の 放 電 劣 化 層 、 微 細
傷 、 フ ィ ル ミ ン グ 物 質 が 、 感 光 体 表 面 か ら 研 磨 除 去 さ れ る 。 こ の 研 磨 手 段 １ ４ が 配 置 さ れ
て い る 部 位 の 感 光 体 表 面 は 、 そ の 上 流 の 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ に よ っ て 、 感 光 体 表 面
を 削 る こ と な く 転 写 残 ト ナ ー １ １ が 感 光 体 表 面 か ら 予 め 除 去 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 こ
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の 研 磨 手 段 １ ４ は 、 転 写 残 ト ナ ー １ １ の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 感 光 体 表 面 を 単 独 で 研 磨
す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の 研 磨 手 段 １ ４ で 感 光 体 表 面 を 研 磨 す る こ と で 、 感 光 体 表
面 の 放 電 生 成 物 や 紙 粉 、 及 び 近 接 放 電 を 用 い た 帯 電 装 置 １ ２ に よ る 感 光 体 放 電 劣 化 層 を 経
時 的 に 一 定 の 研 磨 量 で 研 磨 除 去 で き る よ う に な る 。 ま た 、 こ の 研 磨 時 に ト ナ ー の よ う な イ
レ ギ ュ ラ ー な 粒 子 が 介 在 す る と 感 光 体 表 面 の 偏 磨 耗 が 加 速 さ れ る 。 し か し 、 こ の 画 像 形 成
装 置 で は 、 こ の よ う な 偏 磨 耗 を 加 速 さ せ る 粒 子 が 上 流 の 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ に よ り
予 め 除 去 さ れ て い る の で そ の 心 配 も な い 。
な お 、 上 記 感 光 体 放 電 劣 化 層 は 、 次 の よ う に し て 発 生 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 帯 電 装 置
１ ２ と し て 、 例 え ば 、 ５ ０ μ m程 度 の 微 小 ギ ャ ッ プ を も っ て 感 光 体 １ と 近 接 配 置 し て 、 感
光 体 １ の 表 面 を 近 接 放 電 に よ り 帯 電 し た と す る 。 本 実 施 形 態 １ で は 、 感 光 体 の 帯 電 条 件 を
、 帯 電 後 の 感 光 体 表 面 電 位 は － ７ ０ ０ Ｖ 、 印 加 電 圧 は AC電 圧 を 用 い 、 周 波 数 ： ９ ０ ０ Ｈ ｚ
,ピ ー ク 電 圧 ： ２ ． ２ ｋ Ｖ 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 ： － ６ ６ ０ Ｖ を 印 加 し た 。 こ の よ う な 近 接 放
電 に よ り 感 光 体 表 面 を 帯 電 す る と 、 経 時 で 感 光 体 表 面 が 白 く 粉 を ふ い た よ う に 劣 化 す る 。
こ れ は 、 近 接 放 電 で は 、 オ ゾ ン や 荷 電 粒 子 の 衝 突 に よ る 樹 脂 分 子 鎖 の 切 断 に よ る 低 分 子 化
、 高 分 子 鎖 の 絡 み 合 い 度 の 低 下 に よ る 感 光 体 １ の 化 学 的 劣 化 が コ ロ ナ 帯 電 に 比 べ て 大 き い
こ と に よ る 。 な お 、 上 記 帯 電 手 段 １ ２ は 、 感 光 体 表 面 と の 間 に 微 小 ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ て
い る の で 、 ク リ ー ニ ン グ 不 良 に よ り 感 光 体 表 面 に 付 着 し て い る ト ナ ー が 帯 電 装 置 １ ２ を 汚
し て 帯 電 不 良 を 起 こ す こ と が な い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 実 施 形 態 ４ 】
こ の 実 施 形 態 ４ に 係 る 画 像 形 成 装 置 は 、 図 ２ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 説 明 し た 画 像 形 成 装 置 の
構 成 に 加 え て 、 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。
こ の 実 施 形 態 ４ に 係 る 画 像 形 成 装 置 は 、 平 均 円 径 度 が ０ ． ９ ６ 以 上 ～ １ ． ０ ０ 未 満 の ト ナ
ー を 用 い て い る 。 こ の よ う な ト ナ ー を 用 い る こ と で 、 ト ナ ー の 転 写 率 が 向 上 し 高 画 質 化 が
図 れ る 。 ま た 、 こ の ト ナ ー の 転 写 率 の 向 上 に よ っ て 、 上 記 ク リ ー ニ ン グ 手 段 １ ３ の 導
電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ へ の 入 力 ト ナ ー 量 が 減 少 す る 。 従 っ て 、 こ の 実 施 形 態 ４ に 係 る 画
像 形 成 装 置 に お い て は 、 そ の 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ の ク リ ー ニ ン グ 余 裕 度 が 増 し 、 静
電 ブ ラ シ ク リ ー ニ ン グ に よ り 転 写 残 ト ナ ー １ １ を 十 分 に ク リ ー ニ ン グ で き る ク リ ー ニ ン グ
性 が 得 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 上 記 研 磨 手 段 １ ４ の 研 磨 位 置 に ト ナ ー が 達 す る こ と が な く な
り 、 研 磨 手 段 １ ４ に よ る 研 磨 量 の 変 動 が 起 き る こ と な く 、 感 光 体 １ の 表 面 を 安 定 し て 研 磨
す る こ と が で き る よ う に な る 。
ま た 、 上 記 ト ナ ー と し て は 、 重 量 平 均 粒 径 が ３ ． ０ ～ ７ ． ０ μ m、 粒 径 分 布 が １ ． ２ ０ ≧
Ｄ ｖ ／ Ｄ ｎ ≧ １ ． ０ ０ の ト ナ ー を 用 い る こ と が で き る （ Ｄ ｖ :体 積 平 均 粒 径 、 Ｄ ｎ :個 数 平
均 粒 径 ） 。 こ の ト ナ ー は 、 そ の 粒 径 が 揃 っ て い る の で 、 従 来 の ブ レ ー ド ク リ ー ニ ン グ に は
不 利 で あ る が 、 ト ナ ー の 帯 電 量 が 均 一 に な り 、 静 電 ブ ラ シ ク リ ー ニ ン グ 方 式 に は 有 利 と な
る 。 ま た 、 同 様 の 理 由 に よ り ト ナ ー の 転 写 効 率 が 上 が る の で 、 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ
へ の 入 力 ト ナ ー 量 が 減 少 し 、 そ の 導 電 性 フ ァ ー ブ ラ シ １ ３ ａ の ク リ ー ニ ン グ 余 裕 度 が 向 上
す る よ う に な る 。
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